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「
マ
ラ
リ
ア
、
精
神
疾
患
増
懸
念
」

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
（
四
邑
が
二
十
三
日
、
帰
国
会

ン
被
害
で
、
最
大
都
市
ヤ
ン
亘
し
、
被
災
地
の
状
況
を
報

ゴ
ン
で
支
援
活
動
に
携
わ
っ
告
し
た
。
（
５
面
関
連
）

た
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
地
当
局
と

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
の
協
議
を
経
て
、
ヤ
ン
ゴ
ン

楢
津
）
の
鈴
木
俊
介
理
事
の
南
約
七
十
♂
に
あ
る
ク
ン

クンジャンゴン市で巡回診療に当たるＡＭＤ

Ａの現地スタッフ（左）
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ジ
ャ
ン
ゴ
ン
市
で
の
巡
回
芦

原
を
十
一
日
か
ら
開
始
。
煕

帰国会見で状況報告
ヤンゴンで活動
ＡＭＤＡ･鈴木理事

師
や
看
護
師
ら
十
八
入
が
二

班
に
分
か
れ
、
二
十
一
日
ま

で
に
千
四
百
四
十
八
入
に
医

療
行
為
を
行
っ
た
。

　
鈴
木
理
事
は
九
日
に
ヤ
ン

ゴ
ン
入
り
。
同
国
政
府
が
被

ら
、
在
ヤ
ン
ゴ
ン
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
職
員
二
人
と
と
も
に
電
話

な
ど
で
巡
回
診
療
チ
ー
ム
に

指
万
を
出
し
て
い
た
。
六
月

土
八
日
に
再
入
国
す
る
予

定
。

災
地
へ
の
外
国
人
の
立
ち
惑

り
を
禁
じ
て
い
た
こ
と
か
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鈴
木
理
事
は
「
被
災
地
で

１
１
１
１

１

は
マ
ラ
リ
ア
な
ど
感
染
厄
の
一

発
生
や
精
神
疾
患
に
か
か
亜

患
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
Ｉ

い
る
。
現
地
当
局
と
一
緒
に
Ｉ

な
っ
て
支
援
を
継
続
し
咎

い
」
と
話
し
た
。
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河
内
慎
太
郎
）
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ミャンマー人留学生ら

協力jを呼び掛｡け

岡山犬で募金活動

　
ミ
ャ
ン
マ
Ｌ
の
サ
イ
ク

ロ
ン
被
災
者
を
支
援
し
よ

う
と
、
岡
山
大
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
留
学
生
ら
が
二
十

三
日
、
岡
山
市
津
島
中
の

同
大
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で

募
金
活
動
を
行
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
留
学
生
会

と
、
同
大
の
学
生
ら
で
つ

く
る
留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｗ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
メ

ン
バ
ー
約
三
十
人
が
参

加
。
昼
休
み
中
に
二
ヵ
所

で
協
力
を
呼
び
掛
け
る

と
、
学
生
た
ち
が
次
々
と

募
金
箱
に
寄
付
し
て
い

た
。

　
大
学
院
博
士
課
程
の
ゾ

ー
・
ソ
ー
・
ミ
ン
さ
ん
包
ハ
）

は
「
募
金
し
て
く
れ
た
学

生
に
、
祖
国
に
代
わ
っ
て

お
社
を
言
い
た
い
」
と
感

謝
し
て
い
た
。

　
Ｗ
Ａ
Ｗ
Ａ
な
ど
は
六
月

六
日
ま
で
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
生
協
に
募
金
箱
を
置

き
、
寄
付
を
呼
び
掛
け
る
。

　
募
金
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
医
療
支
援
活
動
に
取
り

募金を呼び掛ける留学生ら

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本

・
ミ
ャ
ン
マ
ー
医
療
人
育

成
支
援
協
会
」
　
（
事
務
局

・
岡
山
市
）
理
事
長
を
務

め
る
同
大
の
岡
田
茂
名
誉

教
授
に
渡
し
、
被
災
者
へ

直
接
、
医
薬
品
を
届
け
て

も
ら
う
。
（
民
直
弘
）

　
救
援
金
6
9
万
円
、

　
三
水
が
寄
託

　
　
　
山
陽
新
聞

　
　
　
社
会
事
業
団
へ

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
’
サ
イ
ク

ロ
ン
と
中
国
・
四
川
大
地

震
の
被
災
者
を
支
援
し
よ

う
と
、
パ
チ
ン
コ
店
経
営

の
三
永
（
倉
敷
市
平
田
）

は
二
十
Ｅ
日
、
救
後
金
計

約
六
十
九
万
円
を
山
陽
新

聞
社
会
事
業
団
に
寄
託
し

た
＝
写
真
。
。

　
岡
山
市
柳
町
、
山
陽
新

聞
社
で
、
中
原
桂
太
郎
店

長
が
「
救
済
に
役
立
で
て
」

と
阪
本
文
雄
専
務
理
事
に

手
渡
し
た
。

　
救
後
金
は
県
内
外
十
店

舗
の
従
業
員
か
ら
の
募
金

と
、
同
社
の
社
会
貢
献
福

祉
基
金
の
一
部
。
日
本
赤

十
字
社
県
支
部
を
通
じ
、

被
災
地
に
送
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
（
伊
丹
友
香
）

中
国
人
留
学
生
も

岡
山
で
街
頭
募
金

　
　
　
き
ょ
う
と
あ
す

　
県
内
の
中
国
人
留
学
生

で
つ
く
る
「
県
中
国
留
学

人
員
友
好
肱
会
」
は
二

十
四
、
二
十
五
の
両
日
、

岡
山
市
内
三
ヵ
所
で
四
川

大
地
震
の
被
災
者
を
支
援

す
る
街
頭
募
金
を
行
う
。

　
県
内
の
大
学
や
専
門
学

校
に
通
う
中
国
人
と
日
本

人
の
学
生
計
約
五
十
人
が

参
加
。
両
日
と
も
午
前
十

一
時
半
－
午
後
五
時
半
、

Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
前
（
岡
山
市

駅
元
町
）
と
同
駅
西
□

　
（
同
）
、
岡
山
中
央
郵
便

局
（
同
市
中
山
下
）
前
で

募
金
を
呼
び
掛
け
る
。

　
集
ま
っ
た
お
金
は
中
国

の
駐
大
阪
総
領
事
館
を
通

じ
、
‐
現
地
で
の
小
中
学
校

の
再
建
費
な
ど
に
充
て
ら

れ
る
。
司
会
の
王
雪
松
会

長
は
「
一
人
で
も
多
く
の

方
に
協
力
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
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